
よ
く
わ
か
る 

糖
尿
病
〜
合
併
症・併
存
症
と
そ
の
リ
ス
ク

糖
尿
病
合
併
症
と
し
て
の
動
脈
硬
化

特
任
講
師 

橋
口 

裕

鹿
児
島
大
学
大
学
院

医
歯
学
総
合
研
究
科 

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学

第
２
回

よくわかる 糖尿病～合併症・併存症とそのリスク

糖尿病合併症としての動脈硬化第２回

糖
尿
病
は
動
脈
硬
化
の
強
い
発
症
リ
ス

ク
因
子
で
あ
り
、
糖
尿
病
患
者
に
見
ら
れ

る
動
脈
硬
化
性
疾
患
は
、
非
糖
尿
病
者
よ

り
重
症
で
予
後
不
良
で
あ
る
。
冠
動
脈
病

変
は
、
多
枝
・
び
ま
ん
性
病
変
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
壊
疽
や
下
肢
切
断
の
原
因
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
脳
梗
塞
は
、
ア
テ

ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
や
ラ
ク
ナ
梗
塞
が

多
い
。
併
存
す
る
神
経
障
害
の
影
響
で
、

無
症
候
性
の
頻
度
が
高
い
こ
と
も
特
徴
で

あ
る
。

１
．	糖
尿
病
性
大
血
管
症

大
血
管
症
は
糖
尿
病
特
異
的
で
な
く
、

そ
の
発
症
リ
ス
ク
は
食
後
血
糖
値
上
昇
が

始
ま
る
耐
糖
能
異
常
の
時
期
か
ら
上
昇
し

て
い
る
。

２
．	糖
尿
病
で
動
脈
硬
化
が
促
進
す
る
理
由

糖
尿
病
で
は
、
慢
性
高
血
糖
と
イ
ン
ス

リ
ン
抵
抗
性
を
背
景
に
、
糖
化
や
酸
化
ス

ト
レ
ス
、慢
性
炎
症
、血
管
内
皮
細
胞
障
害
、

リ
ポ
蛋
白
異
常
な
ど
多
く
の
動
脈
硬
化
促

進
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
併
存
す
る
。
大
血
管
症

に
は
、
高
血
糖
だ
け
で
な
く
、
喫
煙
・
食
事
・

運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
や
血
圧
、
脂
質
異

常
症
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
多
く
の
因
子
も

強
く
関
与
す
る
た
め
、
血
糖
の
み
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
も
大
血
管
症
を
十
分
に
予
防

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
．	�糖
尿
病
は
ど
の
く
ら
い
動
脈
硬
化
の

リ
ス
ク
を
押
し
上
げ
る
か

前
向
き
研
究
の
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
で
は
、

糖
尿
病
患
者
は
非
糖
尿
病
者
と
比
較
し
て
、

冠
動
脈
疾
患
、
虚
血
性
脳
梗
塞
発
症
率
を

約
２
倍
程
度
高
く
す
る
。
細
小
血
管
症
を

合
併
し
て
い
る
患
者
で
は
、
非
合
併
患
者

と
比
較
し
て
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
リ
ス
ク
が
高

い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

糖
尿
病
大
血
管
症
の
危
険
因
子
と
そ
の
予
防
対
策

糖
尿
病
治
療
の
基
本
は
食
事
療
法
、
運

動
療
法
、
薬
物
療
法
で
あ
り
、
こ
れ
は

大
血
管
症
予
防
に
お
い
て
も
変
わ
り
な

い
。
大
血
管
症
を
予
防
す
る
に
は
、
血
糖

だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
、
血
圧
、
脂
質

異
常
な
ど
も
同
時
か
つ
包
括
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
我
が

国
の
２
型
糖
尿
病
患
者
を
対
象
と
し
た
代

表
的
前
向
き
研
究
で
あ
る
J
D
C
S
や

J

-

D
O
I
T
3
で
も
、
生
活
習
慣
改
善

を
含
め
た
包
括
的
介
入
が
糖
尿
病
性
大
血

管
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

１
．	食
事
療
法

食
事
内
容
は
動
脈
硬
化
疾
患
に
強
く
影

響
す
る
。
J
D
C
S
に
お
い
て
は
、
大
血

管
症
発
症
率
は
野
菜
・
果
物
や
食
物
繊
維

摂
取
量
が
多
い
と
有
意
に
低
く
、
逆
に
肉

摂
取
量
が
多
い
と
有
意
に
高
か
っ
た
。
ま

た
、
一
日
食
塩
摂
取
量
平
均
15
g
の
患
者

群
の
大
血
管
症
リ
ス
ク
は
、
平
均
７
g
の

患
者
群
の
２
倍
以
上
高
く
、
塩
分
制
限
も

重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

２
．	運
動
療
法

J
D
C
S
で
は
、
早
歩
き
換
算
で
一
日

30
分
以
上
に
相
当
す
る
量
の
運
動
を
実
施

し
て
い
た
患
者
で
は
、
ほ
と
ん
ど
運
動
療
法

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
患
者
と
比
較
し
て
、

脳
卒
中
お
よ
び
全
原
因
死
亡
リ
ス
ク
が
ほ

ぼ
半
減
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
は
血
糖
を

含
む
多
因
子
で
補
正
し
て
も
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
糖
尿
病
患
者
に
お
い
て
、
１
日
約
30

分
以
上
の
運
動
が
大
血
管
症
抑
制
効
果
を

有
す
る
こ
と
は
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
で
も
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
特
に
運
動
習
慣
が

な
い
患
者
に
運
動
を
開
始
さ
せ
る
際
に
は
、
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糖尿病合併症としての動脈硬化第２回

血糖コントロール目標
（ 歳以上の高齢者については「高齢者糖尿病の血糖コントロール目標」を参照）

目標
血糖正常化を
目指す際の目標

合併症予防
のための目標

治療強化が
困難な際の目標

（％） 未満 未満 未満

コントロール目標値注 ）

治療目標は年齢、罹病期間、臓器障害、低血糖の危険性、サポート体制などを考慮して個別に設定する。

注 ） 適切な食事療法や運動療法だけで達成可能な場合、または薬物療法中でも低血糖などの副作用なく達成可能な場合の
目標とする。

注 ） 合併症予防の観点から の目標値を ％未満とする。対応する血糖値としては、空腹時血糖値 未満、食後
時間血糖値 未満をおおよその目安とする。

注 ） 低血糖などの副作用、その他の理由で治療の強化が難しい場合の目標とする。
注 ） いずれも成人に対しての目標値であり、また妊娠例は除くものとする。

注 ） 注 ） 注 ）
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十
分
な
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
。

運
動
中
並
び
に
運
動
後
の
低
血
糖
に
つ
い
て

も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

３
．	血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
血
糖
降
下
療
法

高
血
糖
が
大
血
管
症
リ
ス
ク
を
上
昇

さ
せ
る
こ
と
は
、
多
く
の
観
察
疫
学
研

究
で
示
さ
れ
、
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
で
は
、

H
b
A
1
c 

１
%
増
加
ご
と
に
、
１
型
糖

尿
病
で
15
%
、
２
型
糖
尿
病
患
者
で
18
%

の
リ
ス
ク
上
昇
が
み
ら
れ
た
。

一
方
、
薬
物
を
含
む
治
療
介
入
で

H
b
A
1
c
を
低
下
さ
せ
た
臨
床
試
験

で
は
、
英
国
人
２
型
糖
尿
病
患
者
対
象
の

U
K
P
D
S
や
米
国
人
１
型
糖
尿
病
患
者

対
象
の
D
C
C
T
に
お
け
る
大
血
管
症
の

抑
制
効
果
は
、
細
小
血
管
症
の
そ
れ
と
比

べ
て
小
さ
か
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
厳
格

に
H
b
A
1
c
低
下
介
入
を
実
施
し
た

米
国
の
A
C
C
R
D
、
A
D
V
A
N
C
E
、 

V
A
D
T
の
３
試
験
で
も
大
血
管
症
を
優

位
に
抑
制
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
メ
タ

ア
ナ
リ
シ
ス
で
も
、
強
化
療
法
群
で
非
致

死
性
心
筋
梗
塞
の
10
%
程
度
の
抑
制
は
認

め
た
も
の
の
、
脳
卒
中
、
全
死
亡
で
は
有

意
な
低
下
を
認
め
ず
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

単
独
に
よ
る
大
血
管
症
抑
制
に
は
限
界
が

示
さ
れ
た
。

そ
の
後
明
ら
か
に
な
っ
た
U
K
P
D
S

や
D
C
C
T
の
10
年
以
上
の
長
期
観
察
結

果
で
は
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
強
化
介
入
群

に
お
い
て
大
血
管
症
の
優
位
な
低
下
が
み

ら
れ
て
お
り
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
効
果

は
単
独
で
は
細
小
血
管
合
併
症
に
対
す
る

効
果
と
比
較
す
る
と
弱
く
、
発
現
に
は
長

期
を
要
す
る
事
も
分
か
っ
た
。

４
．	�低
血
糖
の
リ
ス
ク
と
高
齢
者
向
け
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

我
が
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標
は
（
図
１
）
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
合
併
症
進
行
例
や
虚
弱
な

高
齢
者
に
、
過
度
に
厳
格
な
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
と
、
低
血
糖
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
、
大
血
管
合
併
症
リ
ス
ク
認
知

症
を
含
む
予
後
を
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
わ
が
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
H
b
A
1
c
値
の
目
標
値

は
、
患
者
個
別
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
特
に
低
血
糖
リ
ス
ク
と
そ
の
悪
影

図1
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響
の
お
そ
れ
の
強
い
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
限
値
も
含
め
て
目
安
が
決

め
ら
れ
て
い
る
（
図
２
）。

５
．	�血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
降
圧
薬
療
法

の
効
果

糖
尿
病
患
者
に
お
い
て
も
、
高
血
圧
は

心
血
管
疾
患
の
危
険
因
子
で
あ
る
。
降
圧

療
法
の
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
で
も
そ
の
有
効

性
が
証
明
さ
れ
て
お
り
、
特
に
収
縮
期
血

圧
1
4
0
m
m
H
g
の
患
者
で
効
果
が

大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
1
3
0
/
8
0 

m
m
H
g
未
満
を
目
標
値
と
し
て
い
る
。

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
、
蛋
白
尿
が
併
存
す

る
場
合
に
は
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵

素
（
A
C
E
）
阻
害
薬
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン

シ
ン
II
受
容
体
拮
抗
薬
（
A
R
B
）
の
使

用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
Ca
拮
抗
薬
、
サ

イ
ア
ザ
イ
ド
系
利
尿
薬
も
有
効
で
降
圧
薬

の
種
類
よ
り
は
、
降
圧
目
標
を
達
成
す
る

事
が
重
要
で
あ
る
。

６
．	�血
清
脂
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
脂
質

異
常
症
薬
の
効
果

ス
タ
チ
ン
に
よ
る
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
抑

制
効
果
は
、
糖
尿
病
患
者
に
お
い
て
も
確

立
し
て
い
る
。
我
が
国
の
糖
尿
病
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
糖
尿
病
患
者
に
お
い
て
は
、
心

血
管
疾
患
の
一
次
予
防
で
は
L
D
L-

C 

1
2
0
m
g
/
d
L
未
満
、
二
次
予
防

で
は
L
D
L-

C 

70
m
g
/
d
L
未
満

と
さ
れ
て
い
る
。
糖
尿
病
患
者
に
お
い
て

は
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
低
下
に
よ
り
高
T
G

血
症
、
低
H
D
L-

C
血
症
の
頻
度
が
高

く
、
糖
尿
病
患
者
で
は
、
高
T
G
血
症
が

L
D
L-

C
に
匹
敵
す
る
心
血
管
疾
患
の

危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

７
．	多
因
子
同
時
介
入
の
効
果

動
脈
硬
化
疾
患
の
リ
ス
ク
は
、
複
数
の

リ
ス
ク
因
子
が
重
複
す
る
と
相
乗
的
に
上

昇
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
複
数
因
子

を
同
時
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
大
き
な
抑

制
効
果
が
得
ら
れ
、
動
脈
硬
化
疾
患
リ
ス

ク
の
高
い
糖
尿
病
患
者
に
お
い
て
特
に
有
効

で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
のSreno-2 study

で
は
、

食
事
・
運
動
・
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
指

導
に
加
え
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
高
脂
血

症
に
対
し
て
積
極
的
な
薬
物
治
療
を
行
っ

た
強
化
治
療
群
に
お
い
て
、
通
常
治
療
群

と
比
較
し
て
、
心
血
管
疾
患
や
そ
れ
に
よ

る
死
亡
、
下
肢
切
断
や
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

術
な
ど
の
発
生
が
、
通
常
治
療
群
よ
り
約

8
年
間
で
半
数
近
く
に
抑
え
ら
れ
た
。
さ

ら
に
こ
れ
ら
の
治
療
効
果
も
年
余
に
わ
た
っ

て
継
続
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
実
施
さ
れ
た
我

が
国
の
J

-

D
O
I
T
3
も
イ
ベ
ン
ト
数

全
体
が
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
主
要

評
価
項
目
で
あ
る
大
血
管
症
発
症
の
有
意

差
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
様
の
効
果
が

み
ら
れ
て
い
る
。

執筆者

鹿児島大学大学院
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